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内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局参事官（原子力担当）付
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第２６回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  令和６年８月２０日（火）１４：００ ～ １５：４８ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館６階６２３会議室 

 

３．出席者  原子力委員会 

        上坂委員長、直井委員、岡田委員、青砥参与 

       内閣府原子力政策担当室 

        徳増審議官、山之内参事官、武藤参事官、太田桐主査、浜崎政策企画調査官、 

        江川政策企画調査官、山田政策企画調査官 

       原子力規制庁 

        荒川安全管理調査官、加藤上席安全審査官、加藤試験炉係長 

 

４．議 題 

 （１）国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所の原子炉設置変更許可

〔ＦＣＡ（高速炉臨界実験装置）施設の変更〕について（諮問）（原子力規制庁） 

 （２）上坂原子力委員会委員長の海外出張報告（令和６年３月５日～３月９日） 

 （３）原子力エネルギーに関する日仏委員会第１２回会合等の結果報告 

 （４）上坂原子力委員会委員長の海外出張報告（令和６年６月３０日～７月４日） 

 （５）アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）２０２４ 上級行政官会合（ＳＯＭ）の結

果報告 

 （６）その他 

 

５．審議事項 

（上坂委員長）時間になりましたので、令和６年第２６回原子力委員会定例会議を開催いたし

ます。 

  本日は、青砥参与に御出席いただいております。よろしくお願いいたします。 

  本日の議題ですが、一つ目が、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究
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所の原子炉設置変更許可（ＦＣＡ（高速炉臨界実験装置）施設の変更）について（諮問）、

二つ目が、上坂原子力委員会委員長の海外出張報告（令和６年３月５日～３月９日）、三つ

目が、原子力エネルギーに関する日仏委員会第１２回会合等の結果報告、四つ目が、上坂原

子力委員会委員長の海外出張報告（令和６年６月３０日～７月４日）、五つ目が、アジア原

子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）２０２４上級行政官会合（ＳＯＭ）の結果報告、六つ目が、

その他であります。 

  それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

（山之内参事官）一つ目の議題は、今、委員長からおっしゃったとおり、ＪＡＥＡ原子力科学

研究所原子炉設置変更許可（ＦＣＡ施設の変更）についてでございます。７月２４日付けで

原子力規制委員会から原子力委員会に諮問がございました。これは原子力規制委員会が試験

研究用等原子炉の設置変更許可を行うに当たり、原子炉等規制法第２４条第２項の規定に基

づき、試験研究用等原子炉が平和の目的以外に利用されるおそれがないことの基準の適合に

ついて、原子力委員会の意見を聞かなければならないとされているためでございます。 

  本日は原子炉規制庁から説明を聴取しまして、委員会において議論を行った上で、次回以

降、答申を行う予定となってございます。 

  それでは、原子力規制庁原子力規制部研究炉等審査部門安全管理調査官の荒川一郎様より

御説明をお願いいたします。よろしくお願いします。 

（荒川安全管理調査官）規制庁の荒川でございます。 

  資料第１－１号を御覧いただければと思います。これに沿って説明を進めていきたいと思

います。 

  本件につきましては、本年３月に日本原子力研究開発機構、ＪＡＥＡですが、こちらの方

から原子炉等規制法第２６条第１項の規定に基づきまして、別添のとおり申請がございまし

た。審査の結果、同法第２４条第１項の各号のいずれにも適合していると認められますので、

同法第２４条第２項の規定に基づきまして、別紙のとおり、同条第１項第１号に規定する基

準の適用について原子力委員会に意見を求めるというものでございます。 

  申請の概要でございますが、資料第１－２号を御覧いただければと思います。一枚紙でご

ざいます。 

  概要についてということで、（１）、（２）については、ＪＡＥＡの代表者の氏名である

とか、原子力科学研究所、原科研ですね、こちらの名称であるとか、所在地でありますので、
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これは割愛させていただきまして、（３）変更の内容でございます。ＪＡＥＡ原子力科学研

究所の原子炉設置許可申請書のうち、ＦＣＡ施設に関する次の記載の一部を変更するという

ものでございます。８ポツの使用済燃料の処分の方法を変更するというものでございます。 

  （４）変更の理由でございますが、ＦＣＡ施設において保有していますウラン２３５、濃

縮度２０％のウラン燃料につきまして、２０２５年１２月までに米国のエネルギー省（ＤＯ

Ｅ）に引き渡すため、ＦＣＡ施設の使用済燃料の処分の方法を変更するというものでござい

ました。 

  この申請に対しまして審査をしたわけですが、これにつきましては、参考資料第１号とい

うことで、パワーポイントの資料、審査の概要ということでまとめてまいりましたので、こ

ちらで説明をしたいと思います。 

  右下のページ、ページを打っていますが、１ページ目でございます。ＦＣＡ施設の概要で

ございますが、ＦＣＡは高速炉臨界実験装置でありまして、熱出力は２キロワット、水平二

分割型の炉心でございまして、移動側炉心を固定側炉心に密着させて運転するものになりま

す。 

  右の上にポンチ絵を描いていますが、こういう炉でございます。現在は廃止措置中でござ

いまして、原子炉が起動できないように、移動側炉心、これが動かないようにするなどの運

転停止措置がなされているというものでございます。 

  次のページ、２ページ目を御覧いただければと思います。設置変更許可の経緯であります。

ＦＣＡは先ほどお話ししたとおり、廃止措置中でございまして、令和３年９月に認可を受け

た廃止措置計画に基づいて廃止措置が行われてございます。 

  ＪＡＥＡは文部科学省と米国ＤＯＥとの合意によりまして、令和７年１２月までに使用済

みの２０％濃縮ウラン燃料を引き渡すことになってございます。このため、ＪＡＥＡの方か

ら今回の変更申請がなされたというものでございます。 

  次のページにいっていただきまして、３ページ目でございます。 

  変更の内容でございます。変更前ですが、ここのところにあります２０％濃縮ウランを右

側の変更後の２パラ目に持ってきまして、これまでに引き渡した９３％の濃縮ウラン、プル

トニウムと同じように米国エネルギー省に引き渡すとしてございます。また、変更後の１パ

ラ目につきましては、引き続きＦＣＡの中で貯蔵を行う天然、劣化ウランについて、他施設

と記載を整合させるため、明確化を図ってございます。 
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  なお、使用済みのプルトニウム燃料及び９３％濃縮ウラン燃料は、平成２８年に米国のエ

ネルギー省（ＤＯＥ）の方に引渡し済みでございます。 

  次のページ、４ページを見ていただければと思います。 

  審査結果でございます。審査内容として①でございますが、引き続き貯蔵が行われる使用

済みの天然ウラン及び劣化ウランにつきましては、他施設の記載と整合させるため、処分の

方法を明確化するとしてございます。 

  ②といたしまして、今回の使用済みの２０％濃縮ウランの引渡しにつきましては、文科省

と米国ＤＯＥとの合意文書には、今回の引渡しが国同士の国際協定に従って実施されるとご

ざいます。このため、今回引き渡す使用済みの２０％濃縮ウラン燃料の利用は、日米原子力

協定に従いまして、平和的目的に限定されるとしてございます。 

  この協定ですが、次のページ、１８ページを御覧いただければと思います。 

  日米原子力協定第８条を示してございますが、第１項で平和的目的に限って行う。第２項

では、移転された資材、核物質、ぶらぶらと書かれてございますが、下から３行目、いかな

る核爆発装置のためにも、いかなる核爆発装置の研究、開発のためにも、いかなる軍事的目

的のためにも使用してはならないとなってございます。 

  一つ戻っていただきまして、４ページ目でございますが、一番下のところ、四角囲みして

いますが、審査結果でございますが、平和の目的以外に利用されるおそれはないものと認め

られるとまとめてございます。これが審査結果でございます。 

  また、資料１－１号に戻っていただきまして、これの後ろのページの方に別紙ということ

で許可の基準への適合についてということで示してございますが、中段ほどに本件申請につ

いてはということで、三つほどポツを振ってございますが、先ほど説明したパワーポイント

のとおりでございます。 

  以上のことから、試験研究用等原子炉が平和の目的以外に利用されるおそれはないものと

認められるというふうにしてございます。 

  私からの説明は以上です。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

（上坂委員長）荒川様、説明ありがとうございました。 

  それでは、委員会の方から質疑させていただきます。 

  それでは、直井委員からよろしくお願いいたします。 

（直井委員）どうも御説明ありがとうございます。今回のＦＣＡの使用済燃料の引渡しですけ
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れども、先ほど参考資料で御説明がございました、平成２８年に使用済みのプルトニウム燃

料と高濃縮ウラン２３５が９３％のウラン燃料を引き渡す際に、研究炉の使用済燃料の引渡

し期間を延長してくれたという、そういう措置に基づくものかと思います。二国間原子力協

定に基づきまして、米国は引き渡されたウランをＩＡＥＡの保障措置の対象として平和利用

の担保を取るものと考えます。 

  したがって、平和利用目的以外に利用されるおそれはないというふうに考えます。 

  私からのコメントは以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、岡田委員、お願いいたします。 

（岡田委員）荒川様、御説明ありがとうございます。 

  私の方はちょっと歴史を自分なりに勉強してみて、その話をさせていただきたいと思いま

す。ＦＣＡというのは高速炉臨界実験装置ということで、高速炉に関する炉物理的基礎デー

タや、実験炉、原型炉、将来の実験用のための設計データ、こういうものを実験で求めるた

めの目的で建設されたもので、もう平成２９年に機構内で廃止が決定されて、令和３年に認

可が下りて、現在、廃止措置中という理解です。 

  ３ページの概要の、既にお話があった３ページのところですけれども、左側の変更前とい

うのは、このウラン２３５が濃縮度９３％ウランの燃料及びプルトニウム燃料を引き渡した

ときに、この文章というのが作られたという解釈でよろしいでしょうか。 

（荒川安全管理調査官）規制庁の荒川でございますが、そういう認識でございます。 

（岡田委員）今回はまたその次の段階に来ていて、新しく変更後という文章に変更するという

ことなのですね。 

  そういう理解で、私もこの文章を読んでいた限りにおいて、我が国が原子力の平和利用の

目的以外に利用しないこと、そしてその引渡し先の国も平和利用以外の利用に利用されるこ

とはないということを、今回規制庁が審査をしたということで理解しました。 

  次に、私たちの審査になりますけれども、そう理解しました。ありがとうございました。 

（上坂委員長）それでは、青砥参与からも専門的な観点から御意見を頂ければと思います。 

（青砥参与）御説明ありがとうございました。審査内容、審査結果について説明いただいて、

そこに異議があるわけではないですが、審査の最終の別紙の裏ページに、基準への適合につ

いての要件が三つほど上げてあります。確認したいのは、この三つのポイントというのは、
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それぞれに重みがあるのか、あるいは、ある要件を満たすためにこうした書き方がしてある

のか、もう少し説明いただけたらと思います。 

  といいますのは、今回の申請の変更は、ここの文章に書いてありますように、第８項の使

用済燃料の処分の方法についてということで、それについては、説明があったパワーポイン

トにおいても、この三つのうちの下の二つに重心がおかれています。ただ、最初の一文に書

かれていることは、内容からいくと、最後の行に「試験研究用等原子炉が」と書いてありま

すから、原子炉の状況への言及も必要かとも思います。もしこれらの重み付けというか、こ

ういう要件を満たすように書くものだということがありましたら、説明を加えていただけま

すと、理解が進みます。 

（荒川安全管理調査官）規制庁の荒川でございます。 

  一つ目のポツということでよろしいですかね。これは通常、運転を引き続き行っているよ

うな原子炉であれば、原子力委員会の方に諮問するときには、使用の目的というものをここ

には書かせていただいています。試験研究のために原子炉を使うといったことが、一般的に

書かれているというふうに認識をしていますが、一方で、このＦＣＡについては廃止措置の

段階に入っているわけですね。これから原子炉を運転して使っていくという目的は、もう基

本的には終わっているわけであります。 

  ですので、ここに杓子定規に原子炉の使用の目的を書くというのも、これはおかしな話で

すので、もうこの炉については運転ができない、運転しない炉ですよというのを１ポツで表

現をしているという意味でございます。 

（青砥参与）ありがとうございます。前提条件をまず記述したということで理解しました。 

  私からは以上です。 

（上坂委員長）それでは、上坂から意見を述べさせていただきます。 

  まず、パワポの資料の４ページに、上の四角の下に、原子力の平和的利用に関する協力の

ための日本国政府とアメリカ合衆国政府との間の協定が言及されております。全体の日米技

術力協定は、例えばＩＡＥＡ総会時、日米のバイ会談等でも話題に上がります。この原子力

の平和的利用に関する協力の日米協定に沿って、今回のように試験研究が行われればと期待

するところであります。 

  それから、原子力の平和的利用に関する協力の日米協定に関して、核物質保護に関する第

三者による監視は、先ほど直井委員からの質問にありましたけれども、ＩＡＥＡということ
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でよろしいんですか。 

（荒川安全管理調査官）規制庁の荒川でございますが、保障措置ということでＩＡＥＡが絡ん

でくるというふうに認識をしてございます。 

（上坂委員長）だから二国間ですけれども、第三者による監視もあるということなんですね。 

（荒川安全管理調査官）はい。 

（上坂委員長）それから、あと参考のため、差し支えない範囲で結構なんですが、３ページの

下にある平成２８年実施の燃料引渡しについて、この状況も御説明いただければと思います

けれども、概要で結構です、差し支えない範囲で。 

（荒川安全管理調査官）どうですかね、２８年に行われた引渡しですよね。もうこれは完全に

終わっているというぐらいしか、私も認識はしていなくて、近くの港から船で出されたとい

うふうに、そのときには結構マスコミの方も注目をされて、あんまり公にはしていなかった

のに、結構取材というか、ヘリも飛んで映像を撮られたとか、そんな話は聞いてございます

が、すみません、技術的な細かいお話についてはちょっと分からないです。すみません。 

（上坂委員長）というのは、私もそのニュースを見たもので、驚きまして、ちょっとお伺いさ

せて。 

  それから、これも情報があればで結構なんですけれども、今後のＦＣＡの廃止措置のスケ

ジュールというのは、どういうふうにいっておりますでしょうかね。 

（荒川安全管理調査官）廃止措置計画については、米国に２０％の濃縮ウランを搬出するとい

うことで、変更認可申請が出ているんですね。まだ審査中なんですけれども、審査中の申請

書を見ますと、２０４０年に最終的に廃止措置を完了させるというような線表が示されてご

ざいます。 

（上坂委員長）理解しました。ありがとうございます。 

  私からの質問は以上ですが、ほかに委員の方々から意見や質問はございますか。 

  それでは、原子力委員会として本日御説明いただいた設置変更の内容と、試験研究用等原

子炉の平和目的との関係を精査いたしまして、後日、答申したいと存じます。 

  今日はどうも御説明ありがとうございました。 

（荒川安全管理調査官）ありがとうございました。 

（上坂委員長）議題１は以上でございます。 

  次に、議題２について事務局から説明をお願いいたします。 
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（山之内参事官）二つ目の議題は、上坂原子力委員会委員長の海外出張報告についてでござい

ます。 

  では、事務局の太田桐主査から説明をお願いします。 

（太田桐主査）原子力委員会事務局、主査の太田桐と申します。 

  上坂原子力委員会委員長の海外出張報告について、お手元の報告書に基づき御説明いたし

ます。 

  上坂委員長はオーストリア共和国ウィーンで令和６年３月５日から９日にかけ、国際原子

力機関ＩＡＥＡ本部で開催されました国際会議「Ｆｏｒ Ｍｏｒｅ Ｗｏｍｅｎ Ｉｎ Ｎｕｃ

ｌｅａｒ」に出席いたしました。 

  渡航目的、概要でございます。ＩＡＥＡがマリー・キュリー奨学金プログラム及びリー

ゼ・マイトナー・プログラムを通じて、より多くの女性が原子力分野に参入し、キャリアを

追求できるよう、将来の原子力人材育成に取り組んでおります。 

  ３月８日の国際女性デーを記念して、本年、ＩＡＥＡは「原子力分野で活躍する女性を増

やすために（Ｆｏｒ Ｍｏｒｅ Ｗｏｍｅｎ Ｉｎ Ｎｕｃｌｅａｒ）：ＭＳＣＦＰとＬＭＰ」

と題したイベントを開催、ハイレベルによるパネル討論を始め、マリー・キュリー奨学金プ

ログラム及びリーゼ・マイトナー・プログラムの実績紹介、また、これまでの修了生が一堂

に会し、産業界などとのネットワーキングや意見交換等のイベントが行われました。 

  原子力委員会、上坂委員長は、前日のパネル討論への参加者として招待を受けたため、こ

れに登壇するためにＩＡＥＡに出張いたしました。これと併せ、一連のバイ会談等を実施い

たしました。 

  主要日程でございます。３月６日、ＩＡＥＡ幹部とのバイ会談を実施。７日、８日にかけ

て「Ｆｏｒ Ｍｏｒｅ Ｗｏｍｅｎ Ｉｎ Ｎｕｃｌｅａｒ」に出席するとともに、ウィーン代

表部の海部大使ほかと会談いたしました。 

  「Ｆｏｒ Ｍｏｒｅ Ｗｏｍｅｎ Ｉｎ Ｎｕｃｌｅａｒ」の概要を御紹介いたします。お手

元の資料の２ページ目を御覧いただければと思います。 

  １日目のプレナリーセッションでは、ＩＡＥＡのグロッシー事務局長より開会挨拶がござ

いました。ＩＡＥＡに対して、事務局長として、２０２５年にジェンダー・パリティ到達と

いう目標を掲げ、実現性を疑問視されながらも、既に女性比率は４６％に到達していること、

また、ＩＡＥＡが原子力分野の女性学生に向けて給付しているマリー・キュリー奨学金の受
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給生が６００名を超えており、修了生ネットワークを拡大し、今後ジェンダーバランス向上

につなげて歩みを続けていくとともに、今後、修了生たちが所属する各組織において中心と

なって活躍してもらうよう期待すること、また、リーゼ・マイトナー・プログラム、こちら

も同じくＩＡＥＡが若手、中堅の女性専門家の原子力分野での活躍を推進する研修プログラ

ムについて、こちらを受講し、原子力の専門家として成長した人材については、中核となっ

て協力を広げ、プログラムのアンバサダーとして支援の協力をお願いしたい旨等を述べられ

ました。 

  また、開会挨拶に続き、２ページ目の下段でございますが、以下のパネリストらによるハ

イレベルのパネル討論が行われました。こちらに上坂委員長が登壇いたしました。 

  討論の概要、３ページ目でございます。こちらはモデレーターがパネリストごとにリーダ

ーシップ、バイアス、経験、産業界などのキーワードを含む質問を投げ掛け、一問一答方式

で進行いたしました。上坂委員長からは、東京大学教授時代の経験と、今後５年間のビジョ

ンに関する２問に回答。 

  東京大学教授時代の経験としては、実験物理中心の研究テーマに医学物理を加えたことで、

女子学生比率が急速に向上した事例を紹介。自身の専門性に女性が入りやすい分野を加える

ことで、自身の知識と活動分野を拡大する努力をしたこと、さらに相乗効果でもともとの専

門分野にもよい影響が出て、全体が膨らんでいくことを実感したことなどを紹介しました。 

  また、５年間のビジョンに対しては、原子力利用の基本的考え方への反映も含め、核セキ

ュリティや人材育成のように、既に多くの女性が活躍している分野や、核医学を始めとする

非発電利用など、女性が活躍しやすい分野から女性を増やしていくことに取り組みたい旨、

コメントいたしました。 

  また、最後に締めくくりとして、グロッシー事務局長から、集まった修了生たちに対しコ

メントがございました。 

  ４ページ目を御覧いただければと思います。 

  ジェンダー平等への取組は、システマチックに進めることが重要であるとともに、今回の

イベントに集った修了生たちが、今後のステップに向け、引き続き継続することを     

望むことを述べられました。 

  また、１５時３０分以降には、修了生向けの情報提供セッションが行われました。 

  ２日目、３月８日の国際女性デーは、１日前の後半に続き、修了生向けの情報提供セッシ
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ョンが行われ、各国政府代表からの協力の目的、重要性、期待、成果等が述べられました。

また、原子力分野を始め、多くの女性リーダーから、キャリア経歴やキャリア構築に関する

経験談が紹介されました。 

  国際会議への参加報告は以上でございます。 

  ５ページ目、バイ会談の概要を御紹介いたします。３月６日、ＩＡＥＡ計画・情報・知識

管理部ファン部長及びポラス課長とバイ会談を実施いたしました。本会談では原子力専門人

材の育成に関する課題について意見を交換、７月に開催される原子力知識継承・人材育成国

際会議への登壇が打診され、後日、承諾、登壇いたしました。 

  翌７日はＩＡＥＡ原子力科学・応用局担当モクタール事務次長及び同物理・化学部デネケ

部長とバイ会談を実施いたしました。本会談では医療用ラジオアイソトープ利用への取組に

つき情報を交換するとともに、女性参画について意見を交換、９月のＩＡＥＡ総会の際のサ

イドイベント開催の可能性等について協議しました。 

  翌８日には、ウィーン代表部海部大使と会談。「Ｆｏｒ Ｍｏｒｅ Ｗｏｍｅｎ Ｉｎ Ｎｕ

ｃｌｅａｒ」への登壇に対し、大使より謝意が表され、上坂委員長より参加について概要を

報告、女性参画について意見を交換しました。 

  事務局からの報告は以上でございます。 

（上坂委員長）説明ありがとうございます。 

  それでは、質疑を行います。直井委員からよろしくお願いいたします。 

（直井委員）初めに、マリー・キュリーのこの基金に、日本の女性が受給されているのは何名

かおられるんでしょうか。 

（浜崎政策企画調査官）事務局の浜崎と申します。 

  こちらの方、この会に御出席された方で１名受給された方がいらっしゃいます。東京工業

大学に在籍されておられた方です。 

（直井委員）ありがとうございます。そうすると、６００名のうち日本人女性は１名というこ

とですね。 

（浜崎政策企画調査官）受給生ということでは１名と、あとはＩＡＥＡにインターンで来られ

ている方がもう一名で、合計２名の方が御参加されました。 

（直井委員）ありがとうございます。少なくとも女性の割合が４６％に達しているというＩＡ

ＥＡの様々な取組を積極的に見習って、日本の原子力界における着実なジェンダーバランス



  

－12－ 

 

 

改善につなげていけたらいいなというふうに思いました。 

  私からのコメントは以上です。ありがとうございます。 

（上坂委員長）それでは、岡田委員、よろしくお願いします。 

（岡田委員）御説明ありがとうございました。ＩＡＥＡの原子力人材育成が精力的に取り組ん

でいるのは分かっておりますし、それから女性が原子力分野に入り、キャリアを追求できる

よう、この数年、特に力を入れていることは、とてもうれしく思っております。今回、国際

女性デーに合わせてマリー・キュリー奨学金やリーゼ・マイトナー・プログラム修了者が集

まるイベントに、上坂委員長が招待されたことは、大変なはずみになると思っております。 

  ところが、国内に目を転じますと、原子力分野や放射線分野の女性の数が非常に少ないと

いうことは、もう前々から言っております。今、直井委員もおっしゃっていたんですが、こ

のプログラムに参加するための何か橋渡しになる機関をもっと強化していただければいいな

と思っています。 

  それと、とにかく動き出さないといけないなと思っているのですが、そういうことに関し

て何かお考えというか、どうしていく、具体的な考えは何かありますでしょうか。 

（太田桐主査）ありがとうございます。原子力分野における女性活躍推進は、今、委員がおっ

しゃっていただきましたとおり、ＩＡＥＡ、またＯＥＣＤ／ＮＥＡの方でも積極的に推進さ

れており、そういった機関との定期的な会合等の機会もございますので、引き続き日本とし

ても国内のジェンダーの状況、海外の水準に近づいていけるようにということが重要かと思

いますので、検討、協議していけたらと考えております。 

（岡田委員）ありがとうございました。この６００名の女性たちが、多くの女性リーダーから

キャリア経験や、その構築の仕方というのを学んだり、そこから出会いがあったのだと思う

のです。その出会いは物すごい大切で、そういう出会いを作るような何か日本でもイベント

をするとか、それから向こうに派遣するとか、何かそういう橋渡しができると、今後、若い

人も元気が出てくるでのはないかと思いますので、今後ともどうかよろしくお願いいたしま

す。 

  以上です。 

（上坂委員長）それでは、青砥参与からも専門的な観点から御意見を頂ければと存じます。 

（青砥参与）御説明ありがとうございます。興味深い話なので、二つほど確認したいのですが、

６００人を超える受給生がいて、そのうち修了生が４００名参加されたということですが、
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この集合写真を見ると、東アジア系の顔はほとんどない見えないように思います。 

  こういう活動で一番、今コアとなって動いている地域、国はどこでしょうかというのが一

つ目の質問です。また、今、岡田委員からのお話にもありましたように、じゃ、日本を含め

た東アジア系というのか、そうした地域の動きを今後どうしていこうとされているか、何か

お考えがあれば教えていただきたい。 

  もう一つは、上坂委員長に直接お話を伺った方がいいのかもしれませんが、このパネリス

ト、パネルが行われたということで紹介がありますが、このパネリストの男女比率はどんな

感じなんですか。名前だけ見ても、男男性か女女性か分からないので、どんな比率でこれが

行われて、委員長自らが御講演されているのですが、その中で印象的な反応と思われるよう

なものがあれば、お話しいただければと思います。よろしくお願いします。 

（浜崎政策企画調査官）東アジアということでございますけれども、今回のこのイベントのス

ポンサーになっている国が、中国、日本、韓国、ロシア、英国、米国と、あとは民間企業が

スポンサーになって開催されておりますので、東アジアの国も決して参加していないという

わけではないということでございます。 

  確かにこの写真の中では少ないんですけれども、そこそこ現地にはおられたように記憶は

しています。はっきりした人数は覚えておりませんが。 

（青砥参与）今のお話で、もう既に中国、韓国、日本が連携して、こういう活動に中心的な役

割を担っているということであれば、それを今後も続けていただければいいので、特に問題

はないと思います。ただ、今、画面に出ているように、そんなふうにはちょっと感じられな

かったので、少しお話を伺いました。 

  以上です。 

（山之内参事官）調べれば多分人数とかは出ますので、後ほどお持ちさせていただければと思

います。 

（上坂委員長）私が現場にいた印象では、その写真撮影のときだけアジアの人がいない感じで。

結構全体ではいたのですけれどもね。それから、パネルディスカッションですけれども、私

は男性で、それから、あとサマ・ビルバオ・イ・レオン世界原子力協会（ＷＮＡ）事務局長

は女性ですね。ピンク色の服を着ている方で。それからグロッシー事務局長。それから、フ

ランシスコ・ロンジネリ氏。彼はブラジル原子力委員会委員長、私と同じ立場で男性。それ

から、韓国からミン・ビョンジュ氏。この方は日本で九州大学とＪＡＥＡと理研に留学され
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て、日本語が話せて。その後、原子力界で、韓国の原子力学会女性初の会長もやり、韓国技

術振興院の産業技術振興院女性初の院長ということでまさに韓国の原子力界のジェンダーバ

ランス推進の方、先駆けの方であります。また、日本にも長くいておられ、日本語も堪能と

いうことで、非常にいい雰囲気で議論ができました。 

  それから、ソヘア・コラー氏は、アフリカの方で女性で、生物学者です。ということで、

３対３になるのですかね。全体でジエンダー・バランス、ジェンダー・パリティをキープし

ているということでございます。 

  それで、内容は韓国のミン・ビョンジュ院長は、御自身の経験をしゃべられていました。

日本での研究や学生生活も、客観的に非常にいい経験をしたというような形でおっしゃって

くれたので、とてもよかったなと思います。とても静かに自分自身の経歴を話して、最後に

拍手が出うぐらい、いい話で心打ちましたね。 

  ほかの方のかなりの方は、参加している約４００名の若い女性エンジニア、オフィサーに

対して、非常に激励を。これからも皆さんの時代だから頑張ってほしいと、非常にエンカレ

ッジしていたと思います。 

  私には自身の大学でのジエンダー・バランスと今後の日本の原子力界での方策の質問が来

ました。自分自身の研究者室でジェンダーバランスをどのように改善していったかという話

と。日本における今後の方針に関しては、やはり岡田委員がおっしゃったように、日本は女

性が少ないですから。今原子力学会では約５％ですよね。 

  分野に女性の偏りがありま科学す。化系とか医学系は、多いですね。核医学の分野で見る

と２０％であります。それから、核セキュリティー分野で女性が多いですよね。ですので、

そのようなことで、日本の状況を言って、やっぱりそういうふうに女性の多い分野と他分野

と連携をとって、改善を進めていきたいというような話をしました。 

（青砥参与）どうもありがとうございます。 

（上坂委員長）それでは、今、一部お答えしました。私から少し補足です。まず、このグロッ

シー事務局長の強い指導の下の重要な会議にて、最初のハイレベル・パネルディスカッショ

ンの６名のパネラーの一人として日本のプレゼンスは示せたかなと安堵しております。 

  それから、この会議は５日間だったんのですけれども、２日目の午後から参加者をワーキ

ンググループに分けて、そしてメンターを付けて議論させましたてい。そのメンターの一人

は桐生部長ですね。日本からＩＡＥＡに行って、今、保障措置の部長。日本で初めての女性



  

－15－ 

 

 

のＩＡＥＡの部長の桐生さんも入られて、メンタリングをやっていました。 

  かつ、いいのが、メンバーが半日ずつぐらいシャッフルんですよ。なのでいっぱい多くの

人と議論できるのですね。この５日間の間に。これで皆さん、ネットワーキングができたの

ではないかなと思いました。 

  そして、また御指摘がありましたように、その中で日本人の女性が２人しかいなかったと。

とても残念で。次回のこういう機会には、１０名は送り込まなきゃければいけないなと思っ

た次第であります。 

  それから、今、桐生部長のお話もしました。ＩＡＥＡで業務する日本人女性もいらっしゃ

いまして複数います。その中で特に核セキュリティー・保障措置の分野で、関係国の視察に

関して大活躍している方がいらっしゃるんですね。彼女らはＪＡＥＡからも派遣されていま

す。これはすばらしいことだなと思いました。是非彼女たちの活躍を日本でロールモデルと

してＰＲして、後に続く方々を勧誘・育成していくべきかなというふうに思った次第です。 

  それから、先ほど申し上げたように、参加人数が少なかったということは、宣伝も足りな

かったのかなと。今後、日本の原子力人材育成ネットワークとか、それから原子力学会のダ

イバーシティ推進委員会。岡田委員もメンバーですけれども。また、ヤングジェネレーショ

ンネットワーク（ＹＧＮ）、若手組織。それから学生連絡会等に協力・応援を要請して、情

報提供の強化策をやる必要があるかなと思いました。そして是非、次の機会は１０名以上、

日本から参加させていきたいなと。 

  そういうことがあると、益々弾みが付くのではないかなと思います。 

  私からは以上でございます。 

  ほかに委員の方々から御発言、質問等はございますでしょうか。 

  それでは、御説明どうもありがとうございました。 

  それでは、議題２は以上であります。 

  次に、議題３について事務局から説明をお願いいたします。 

（山之内参事官）三つ目の議題は、原子力エネルギーに関する日仏委員会第１２回会合の結果

報告についてでございます。 

  では、先ほどに引き続き、事務局の太田桐の方から説明させていただきます。 

（太田桐主査）引き続き、事務局より御報告いたします。 

  原子力エネルギーに関する日仏委員会第１２回会合等について御報告いたします。日仏委
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員会は平成２３年１０月の日仏首脳会談において、原子力エネルギー分野に対する日仏首脳

共同宣言の中で、原子力エネルギー分野の日仏二か国間の協力強化のため、設立、制定され

た会合となり、平成２４年２月に第１回東京での開催以降、おおむね年１回程度開催されて

おります。２０２４年（令和６年）４月１５日より、第１２回会合がパリにおいて開催され、

直井原子力委員会委員がこちらに出席いたしました。 

  こちらの日仏委員会の会合に出席のほか、日本原子力研究開発機構パリ事務所との情報交

換、仏国原子力・代替エネルギー庁カダラッシュ研究センター、ＩＴＥＲ機構国際核融合実

験炉、オラノ社ラ・アーグ再処理工場等を視察し、関係者との意見交換を行いました。 

  引き続き、お手元の報告書資料に基づき御説明いたします。 

  １ページ目、会合全体日程でございます。４月１５日に日仏委員会に出席、翌１６日以降、

日本原子力機構パリ事務所との情報交換、１７日以降、仏国の各施設を見学、視察いたしま

した。 

  会合視察結果でございます。まず、日仏委員会結果の概要を御報告いたします。日本側か

らは外務省の北川軍縮不拡散・科学部長を共同議長とし、直井原子力委員会委員のほか、経

済産業省資源エネルギー庁、文部科学省、環境省、内閣府政策統括官（原子力防災担当）、

日本原子力研究開発機構並びに在仏日本大使館からそれぞれ担当者が出席いたしました。 

  仏国側からは、原子力・代替エネルギー庁のジャック長官を共同議長とし、各省担当者が

出席いたしました。当日は原子力エネルギー政策を中心とし、マルチ情勢、研究開発等、多

岐にわたる議題について意見交換が行われました。 

  原子力エネルギー政策については、仏国側からはブイ経済・財務・産業・デジタル主権省

エネルギー気候総局原子力産業部長から、仏国の原子力政策の動向、特に２０５０年カーボ

ンニュートラルの達成に向けて、既設原子力発電の運転期間延長や新規原子力発電所建設に

関する検討の現状等について説明がありました。 

  日本側からは直井原子力委員会委員より、我が国のＧＸ実現に向け閣議決定された基本方

針、関連する原子力に関する新たな政策、原子力委員会が改定した原子力利用に関する基本

的考え方の概要等について説明いたしました。 

  質疑応答の主なやり取りとして、直井委員から、仏国側が行った２０５０年に向けたシナ

リオ分析の結果について質問。ブイ部長からは、様々なシナリオで比較したものの、再エネ

なしではカーボンニュートラルは達成できない、また、全てのシナリオで再エネを見込んで
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いるが、スピードの観点からは、より多くの原子力を見込んだ方が信頼性が増し、系統の強

靱性が増す傾向が示され、産業の安定化に寄与すること、また、各シナリオをコストの観点

から比較したところ、再エネの加速に原子力を加えた形が、最も経済的に合理的である等が

説明されました。 

  また、ＥＰＲ型６基の新設を念頭に、更に８基、計１４基のオプションを含め、引き続き

検討していく旨が説明されました。 

  マルチ情勢については、仏国側より、ＣＯＰ２８のマージンで行った「２０５０年までに

原子力発電設備容量を現在の３倍にする」との共同宣言は、国際社会への前向きなシグナル

になること、仏国はパートナー国と協力し、原子力開発の資金援助に向け、国際開発金融機

関等に要請すべく検討していること、また、札幌ファイブとして知られる５か国が、強力な

グローバル原子力サプライチェーンの確立に向け、政府、民間共同で４２億ドルを投じる計

画を発表した等を紹介いたしました。 

  研究開発でございます。仏国側からは、廃炉や廃棄物の処分、既設原子力発電所の寿命延

長、燃料の改良、さらにＳＭＲや第４世代炉とそれらを含めた核燃料サイクル等の仏国の研

究開発動向が説明されました。 

  続いて、日本側、文部科学省からは、新試験研究炉、常陽、高温ガス炉ＨＴＴＲ等の各新

型炉の研究開発、もんじゅ、ふげん、東海再処理施設の廃止措置、福島第一廃炉に向けた研

究開発状況、人材開発、核融合エネルギーに関する状況について説明、常陽の運転再開につ

いては仏国からも高い関心が示されました。 

  高速炉、革新炉でございます。日本側、経済産業省からは、高速炉実証炉開発の取組の進

捗等を説明、続いて、日本原子力研究開発機構より、高速炉における日仏協力について説明、

仏国側からは、高速炉を含む革新炉の開発状況について説明がありました。 

  原子力安全、放射線防護、原子力防災でございます。仏国側からは、技術面では日本原子

力研究開発機構、東京電力、経済産業省、各大学との安全分野での技術協力の現状について

説明があり、規制当局間での協力について、二国間協力の取組の現状やＡＬＰＳ処理水の海

洋放出時の協力の実績等が説明されました。 

  一方、日本側からは内閣府原子力防災担当より、原子力緊急事態対応に対する仏国との協

力について、近況等を説明いたしました。また、仏国側からも、２０２３年６月に仏国の原

子力発電所で実施した原子力防災訓練について説明がありました。 
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  核燃料サイクルのバックエンドでございます。仏国側からは、エネルギー計画において２

０４０年までの再処理と、核燃料サイクルを再確認したこと、２０２４年３月、２０４５年

から５０年にラ・アーグに新規再処理工場を建設すること、また、新たなＭＯＸ燃料工場を

建設することについて、検討を開始すると発表したこと等を紹介、日本側、経済産業省から

は、日本のバックエンド政策を説明、六ケ所再処理施設に関連して、ラ・アーグ再処理施設

の許認可取得経験や次世代炉も念頭に、核燃料サイクルの研究開発の方向について意見交換

がされました。 

  使用済燃料については、日本側から、サイトで保管中の使用済燃料の保管量や保管容量、

中間貯蔵施設の近況について説明。続いて、放射性廃棄物処分について、国民との対話状況、

サイト調査プロセスや国際協力の近況について説明。質疑応答で仏国は、核燃料サイクル方

針との適合性を念頭に使用済燃料貯蔵を検討しているとの説明があり、使用済燃料貯蔵能力

の確保について意見交換を行いました。 

  放射性廃棄物の最終処分については、仏国側より、全ての原子力発電所からの高レベル放

射性廃棄物の処分を念頭に計画されている高レベル放射性廃棄物地層処分場計画の概要、建

設ライセンスの申請や許認可取得に向けた予定の説明がありました。日本側、経済産業省か

らは、高レベル放射性廃棄物の最終処分の現状について、２０１７年の科学的特性マップの

公表から、政府主導の全国での対話状況、文献調査の近況について説明、地層処分場の選定

プロセスに関し意見交換がなされました。 

  福島関係では、冒頭、日本側の外務省、北川軍縮不拡散・科学部長より、ＡＬＰＳ処理水

の海洋放出に関する日本政府の公式見解と近隣諸国の反応について説明。続いて、日本側、

経済産業省より、東電福島第一原発の廃炉作業状況、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出の状況、Ｉ

ＡＥＡによるレビュー等を紹介。また環境省より、オフサイトによる環境回復の進捗につい

て紹介。仏国側からは、福島における原子力事故後の協力について、ＯＥＣＤ／ＮＥＡにお

ける安全性の研究、廃棄物のレーザー切断、エアロゾル回収等の概要を説明、意見交換を行

いました。 

  以上の各セッション終了後、日仏両議長より、両国の原子力分野での協力の意義を再確認、

次回第１３回は東京での開催を確認しました。 

  次に、日本原子力研究開発機構パリ事務所において、１６日に入江所長ほかと意見交換を

実施いたしました。当事務所の活動状況の説明のほか、仏国の最近の原子力事情につき意見
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交換を行いました。 

  翌１７日は、ＣＥＡカダラッシュ研究センター、ジュール・ホロヴィッツ研究炉（ＪＨＲ）

を視察いたしました。ＪＨＲは建設中の新規材料試験炉で、現在６００名から７００名の作

業員が作業に従事しています。こちらの施設の原子炉、試験用のホットセル等の施設を視察

いたしました。 

  また、５ページ目でございます。ＩＴＥＲ機構国際核融合実験炉にペエトロ・バラバスキ

機構長らと面談。こちらではエネルギー源としての核融合炉の実現可能性を証明することを

目的にした大型プロジェクトであり、当日は修理工場設備や冷凍プラント、真空容器、ブラ

ンケット等、設備全体を視察しました。 

  主要討議においては、大前首席戦略官より、核融合の意義、ＩＴＥＲ計画の概要、最新の

状況等について説明を受けました。 

  ３日目の日程として、オラノ社ラ・アーグ再処理工場を視察。副工場長、オラノジャパン

会長等らと面談いたしました。 

  施設は使用済燃料を再処理してウランとプルトニウムの回収、再処理をする閉じた核燃料

サイクルを堅持し、放射性廃棄物の処分量の大幅削減を図ってきました。ラ・アーグ再処理

工場はその中核を担う施設であり、稼働中の二つのラインで年間１，７００トンの使用済燃

料を再処理する能力を有しています。こちらの施設も使用済燃料中間貯蔵プール、ガラス固

化施設等を視察いたしました。 

  また、主な質疑応答として、直井委員より、新規の再処理施設やＭＯＸ工場を建設する場

合の場所について質問、また、直井委員より、再処理で回収したウランは再利用しているの

かを質問、質疑を行いました。 

  事務局より説明は以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、質疑を行います。まず、直井委員から補足を含めてよろしくお願いします。 

（直井委員）どうも御説明ありがとうございます。 

  それでは、ちょっと補足させていただきますけれども、フランスは特にマクロン大統領の

リーダーシップで、新たな原子力発電所６基プラス８基の新設も検討していくというような

計画を打ち出しています。それで、その計画を打ち出すに当たって、国民に対して、私も会

議の中で質問したんですけれども、様々なシナリオを国民に提示して、どういうシナリオで
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いくのが経済的にも、それからエネルギーの安定性においてもいいのかというようなところ

で、やっぱり再生エネルギーだけじゃ駄目で、原子力と組み合わせていくことが重要という

ようなことに基づいて、こういう１４基新設の検討をするというような計画が出てきている

というところで、すごいなというふうに感じました。 

  特に１４基新設するに当たって、なかなか時間が掛かってしまうことが想定されますので、

規制の方もできるだけスムーズにいくような施策も、マクロンは提示をしていたというよう

なところで、そこも見習うべきかなというところでございました。 

  やはり日本と同じ核燃料サイクルを取っているというようなことで、様々な分野で情報共

有するということが非常に意義深く感じましたし、非常に熱心に様々な分野での意見交換が

できたことは、よかったなというふうに感じているところです。 

  それから、施設見学もさせていただきまして、特にＩＴＥＲプロジェクトのところにＩＴ

ＥＲの建設状況を見に行ったんですけれども、ＩＴＥＲというのは部品物納式といいますか、

インカインドで部品を提供して、それをカダラッシュで組み立てていくんですけれども、そ

れぞれ各国が同じ設計で作っているんですけれども、微妙に異なる精度があって、組み上げ

ようとすると、組み上がらないというようなところがよく分かりまして、そういったところ

でかなり時間が掛かるんだろうなというところがよく分かりました。 

  その中でも日本人スタッフが非常に奮闘しているというところを目の当たりにしまして、

非常に誇りに思いました。 

  それから、ラ・アーグの再処理施設ですけれども、これも六ケ所の再処理の設計が、この

ラ・アーグのＵＰ３と同様なので、非常に感慨深いものがございました。やはり日仏は今後

も緊密にこういう連携を取って、情報共有をして、協力をしていくということが重要かなと

いうふうに感じた次第です。 

  私の方からは以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、岡田委員、お願いします。 

（岡田委員）太田桐さん、そして直井委員、御説明ありがとうございました。 

  私の方からは一つ放射性廃棄物の最終処分の方に興味があるので、お聞きしたいと思いま

す。昨年の７月までフランス大使館で原子力参事官をやられていたファビエンヌ・ドゥラー

ジュ参事官が、私のところに来てお話をしてくださったのですが、そのときに、フランスで
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は地方情報委員会（ＣＬＩ）を設置してコミュニケーション活動を行っていますということ

で、これは国の直接のということで、日本と同じなんだろうと思うのですが、その中で日本

の文化にうまく落とし込んで採用してほしいというような言い方をしておりました。 

  日本でもそのようにＣＬＩの活動によく似た活動はしているようですよという話をしてい

て、そのときに例で出されたのが、ＮＰＯ法人の福島ダイアログというＮＰＯ法人だったの

ですね。こういう話、日本とフランスが違うところがあるのだという話のようなことは、今

回のお話の中で出てきていましたでしょうかということをお聞きしたいのですが。 

（直井委員）余り高レベル廃棄物の処分のところのお話も、ＣＩＧＥＯというところに今場所

を選定して、そこでステークホルダーとのコミュニケーションですとか、活動はしているも

のの、いわゆる日本での対話活動に参考になるようなお話というのは、それほどなかったん

じゃないかなと思います。 

（岡田委員）ありがとうございました。私はこれを聞いて、日本の文化に落とし込むというと

ころを何か検討していけばいいのかなと思っております。ありがとうございました。 

（上坂委員長）それでは、青砥参与からも専門的観点からコメントいただければと思います。 

（青砥参与）いろいろ御説明ありがとうございます。自分の方からは、やはり中身について、

もう少しどのような情報があったかという点をお聞きしたい。直井委員が言われましたよう

に、今後、日仏の協力というのは非常に重要だと思いますが、一方で、これまで、なかなか

厳しい面があったりしましたので、その辺りの付き合い方をうまくやりたいと思います。 

  中でも幾つかの点でやはり仏側が先行している部分もあって、どういう説明があったかと

いうことですが、１点目は規制側のＩＲＳＮとＡＳＮの統合についてです。実はこの会合後、

現政権側が７月の下院選挙か何かで大負けをして、かなり見えにくくなっています。この会

合のときはどういう状態にあって、今後どういう方向に行くのかというような情報がありま

したら、教えていただきたい。もう一点が、高速炉、革新炉の部分なんですが、最近フラン

スもイノバティブニュークリアリアクターズのプログラムを作って、ベンチャー人材の会社

が幾つも幾つも出てきています。 

  そういったところの動きと、日仏という大きな捉え方の活動の中で、どうそういうベンチ

ャー的なスタートアップ的な企業の関係を説明されていたのか、もし何かあれば教えていた

だきたい。 

（直井委員）どうもありがとうございます。ＩＲＳＮとＡＲＮでしたっけ、規制当局といわゆ
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るテクニカルサポートオーガニゼーション、ＴＳＯとの合併ですけれども、これはどうもマ

クロン大統領のかなり政治的な決定に基づいて、もう合併するというようなことを決めたん

ですけれども、その後、やはり選挙があって、マクロン大統領の与党連合が過半数を取れな

いような事態になっているので、恐らくこれがまた元に戻るという可能性もなきにしもあら

ずかなというふうに感じております。 

  それから、高速炉や革新炉ですけれども、おっしゃるとおり、今１１のプロジェクトがフ

ランスの予算を付けて走り始めていて、その中には高速炉の概念も含まれていて、ただ、い

わゆる設計研究みたいなのがメインになっていて、余り実態を伴わないというようなところ

で、彼らとしては常陽が２０２６年に稼働するということに対して、非常に強い関心といい

ますか、何らかのことを一緒にやりたいというような希望を持っていました。 

  以上でございます。 

（青砥参与）ありがとうございます。両方ともまだぼんやりした感じであるというふうに理解

しました。 

（上坂委員長）それでは、上坂から幾つか意見を述べさせていただきます。まず、今のお話に

も関連するのですけれども、２ページ目、３ページ目の④の高速炉、それから⑥の核燃料サ

イクルですね。 

  フランスが先導しているわけですが。しかしながら、高速炉は今、開発はフランスではス

トップ状態で、だからこそ今お話が出たように、常陽の再稼働に非常に興味を持っていると

いうこと。一方、核燃料サイクルの方は、やや先ですけれども、４５年、５０年にラ・アー

グに新規再処理を建設する予定であるということ。長期的な原子力エネルギーの供給を考え

たときに、この高速炉、核燃料サイクルにおける日仏協力がとても重要。また、アメリカも

ＳＭＲで高速炉を始めようとしています。そういうところの核物質防護、不拡散をＩＡＥＡ

に確認いただく。日仏米、ＩＡＥＡの国際協力というのが非常に重要かと思います。この辺

りはどうですかね。議論はそこまで行きましたですかね。 

（直井委員）まず、高速炉の開発については、少なくともＧＧ間でもいわゆるジェネラルアグ

リーメントというんですか、一般取決めというようなのを締結しようとしていて、ちょうど

日仏原子力委員会上の席上で合意できればよかったんですけれども、何かこれがまとまって

いなくて、ちょっと残念だったんですけれども、そういう動きと、それから、先ほども申し

上げたとおり、フランスでは幾つかの細かいスタートアップ企業に対する様々なコンペをや
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って、その中で幾つかお金を付けて研究はしているものの、常陽のように、具体的に炉を立

ち上げて、例えばマイナーアクチニドの燃焼の試験をするとか、そういったことはまだでき

ないような状況なので、そういった面では、やっぱりフランスとしては、日本と協力をやり

たいというような意向を持っているんじゃないかなというふうに思いました。 

  それから、核燃料サイクルについても、老朽化していくであろう再処理工場やＭＯＸ工場

については、少なくとも、もうリプレースするというような意思を固めているというような

ところも、非常に力強いなというふうに感じました。 

  恐らく２０４０年以降に造るであろう新しい再処理工場やＭＯＸ工場というのは、新型炉

の燃料の再処理もできるようなスペックになっていくんじゃないかなというふうに思います。 

  それで、特徴的なのはＭＯＸ工場なんですけれども、今まではラ・アーグで再処理したプ

ルトニウムをマルクールまで持っていって、そこでＭＯＸ燃料を作っていたわけですけれど

も、そういう輸送上の核セキュリティーを改善するというような意味で、ラ・アーグにＭＯ

Ｘ工場も造るというような計画でしたので、非常に核セキュリティー上、改善されるんだろ

うなというふうに思いました。 

  特にマルクールのＭＯＸ工場はかなり老朽化していてメンテナンスにお金が掛かっている

というような話も聞きますので、具体的に新設の計画を早めに出したというようなところじ

ゃないかなというふうに思いました。 

  以上です。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それから、⑧の放射性廃棄物の最終処分です。これはフィンランド、それからスウェーデ

ン、フランスが選定して進んでいるということで、日本としてもそういう三国からの状況か

ら学ぶところは多々あると思います。また、玄海町にも最近フィンランドの処分地の地元の

方々が訪れたと伺っております。フランスの選定に至る状況とか、その辺りも我々はしっか

り勉強しなければいけないかと思います。ここのところの議論は余り踏み込まなかったので

すか。 

（直井委員）この最終処分のお話は、原産協会も年次大会にも来られていたＡＮＤＲＡ方が説

明に来られていて、やはり、先ほど岡田委員からもお話がございましたとおり、ステークホ

ルダーとどういうようなコミュニケーションを図ってきたかとか、そういった面では、今後

やっぱり我々としてフランスやフィンランド、スウェーデンに学ぶというようなところが必
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要かなと。 

  特にフランスなんかも日本と同じガラス固化体に処分していくわけですので、そういった

面ではフランスの状況、フランスがどういうふうに対応してきたかというところを学んでい

くということが重要かなというふうに感じました。 

（上坂委員長）それから、最後ですけれども、５ページ目の一番下の③のオラノ社ラ・アーグ

再処理工場。最近は工場の修復工事が行われたということ。これは日本のＭＯＸ燃料活用に

とっても、この工場は非常に重要であると思いましてす。その操業の状況は何か説明ありま

したか。（直井委員）特にどういった修復作業がなされているというような説明はなかった

んですが、かなり順調に再処理を進めているというような説明だったと思いますので、特に

停止しているような状況じゃなく、正に再処理しているよという感じだったと思います。 

（上坂委員長）分かりました。私からの意見は以上でございます。 

  ほかに委員の方々からは何かございますでしょうか。 

  それでは、どうも説明ありがとうございました。議題３は以上でございます。 

  次に、議題４について事務局から説明をお願いいたします。 

（山之内参事官）四つ目の議題は、上坂原子力委員会委員長の海外出張報告、６月３０日から

の件でございます。これについても、事務局の太田桐の方から説明させていただきます。 

（太田桐主査）引き続き事務局よりお手元の資料で御説明いたします。 

  上坂原子力委員会委員長の海外報告。こちらはオーストリア共和国ウィーンで令和６年６

月３０日から７月４日にかけ、ＩＡＥＡ本部で開催された国際会議「Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ Ｍａｎａｇｅｍ

ｅｎｔ ａｎｄ Ｈｕｍａｎ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ」に上坂委員長が

出席いたしました。 

  渡航目的でございます。ＩＡＥＡは２００４年よりほぼ４年ごとに、ＩＡＥＡ本部等でＮ

ｕｃｌｅａｒ Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ（技術継承）及びＨｕｍａｎ Ｒ

ｅｓｏｕｒｃｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ（人材育成）に関する国際会議を開催しています。

本年は「Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｋｎｏ

ｗｌｅｄｇｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ｈｕｍａｎ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ Ｄｅｖｅｌ

ｏｐｍｅｎｔ」と題し、７月１日から５日にかけて、ＩＡＥＡ本部にて開催、世界各国から

１，０００名程度が参加いたしました。 
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  原子力委員会、上坂委員長は、本件の基調講演及びセッション初日における副議長をＩＡ

ＥＡより依頼され、ＩＡＥＡ本部に出張、講演及び各セッションに参加するとともに、関係

者との会談等を実施しました。 

  主要日程。７月１日から３日にかけ、本会合に参加し、並行して関係者とのバイ会談等を

行いました。 

  参加概要でございます。７月１日、オープニングセッションでは、議長及び副議長に任命

された各国際機関及び各国代表者が登壇、開会挨拶を述べました。上坂委員長は副議長とし

て開会挨拶を述べました。 

  ２ページ目、セッション１は、各国の原子力、エネルギー政策及び左記が原子力分野の技

術継承、人材育成に及ぼす影響について、１５分程度で講演。各国のエネルギー政策の概要

及びそれぞれの抱える技術継承、人材育成に関する課題、取組等を共有しました。 

  上坂委員長は「ＭＳ ｖｉｅｗ ｏｎ ＮＫＭ／ＨＲＤ：Ｎｅｗ Ｂｕｉｌｄｓ ａｎｄ ＬＴ

Ｏ ｉｎ Ｊａｐａｎ」の表題で講演。ＧＸ基本法改正、高線量下での廃炉に向けた技術開発、

次世代革新炉建設に向けた取組、核燃料サイクル政策、医療用等ラジオアイソトープ製造、

利用推進アクションプランの策定等、我が国の近年の原子力政策の概略を紹介。その後、Ｉ

ＡＥＡと連携した原子力人材育成プログラム、日本の大学における原子力教育、研修のコン

ソーシアム、原子力人材等の技術力を担保する主要国の技術士、プロフェッショナルエンジ

ニアの資格認定制度を紹介しました。 

  午後のセッションでも午前中に引き続き、各国がそれぞれの状況を紹介、上坂委員長は本

セッションにおいても副議長を務めました。 

  夕刻のセッションでは、原子力分野への女性の定着とキャリア開発のための戦略をテーマ

に、パネルディスカッションが行われました。 

  ７月２日、キーノートセッション３、４においては、各国、各機関の代表者が人的資源開

発、権限付与等について２０分程度で講演。上坂委員長は「Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｅ

ｎｇｉｎｅｅｒｓ ｆｏｒ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ－Ｃ

ｈａｌｌｅｎｇｅｓ ｉｎ ＨＲＤ－ＮＫＭ，Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ ｉｎ Ｎｕｃｌｅａｒ，

Ｎｕｃｌｅａｒ ｓａｆｅｔｙ ａｎｄ ｓｅｃｕｒｉｔｙ－」の表題で講演。 

  日本では発電用原子炉の新規建設が約２０年間なく、福島第一の事故後の約１０年間、運

転実績もまだ少ないこと、また、このような状況で炉の建設、運転に携わった経験のある人
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材の減少により、中堅、若年層の技術者の知識、経験不足が深刻化している我が国の原子力

人材育成に関する現状を共有。 

  様々な課題を踏まえた上で、大学における高度な原子力人材育成プログラムや東京大学の

ＩＡＥＡ ＩＮＭＡ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 

Ａｃａｄｅｍｙ）の認証を得た原子力マネジャー育成修士課程等、我が国における原子力人

材育成の取組を紹介。 

  さらに、主要国の技術士資格認定制度を紹介。原子力人材の基盤と地位を強化する、国際

通用性を持った原子力、放射線技術者の育成の重要性を強調するとともに、原子力、放射線

分野技術士の多様性の重要性を強調、ＩＡＥＡへ世界での推奨の期待を語りました。 

  ７月３日、３日目のセッションでは、各国の原子力人材育成に係る最新の取組状況が発表

されました。 

  国際会議の概要は以上でございます。 

  ４ページ目、現地で行ったバイ会談の日程。７月２日、ＩＡＥＡ計画・情報・知識管理部

のポラス課長と会談。原子力専門人材の育成に関し、ＩＡＥＡ側からＩＡＥＡ ＩＮＭＡ修

士課程と東京大学等によるｅラーニング教材を世界の原発導入国に提供し、その後、技術士

を取得させてはどうかとの提案がありました。 

  また、フランス等で実施中の高専、工業高校での職能向上のプログラムの重要性も共有。

今後、ＩＡＥＡ、日本側間で実現に向けた議論を継続することで合意しました。 

  また、同日、ＩＡＥＡ原子力科学・応用局物理・化学部のデネケ部長と会談。医療用ラジ

オアイソトープ利用への取組について情報を交換し、９月のＩＡＥＡ総会の際のサイドイベ

ント開催の可能性について協議しました。 

  事務局より説明は以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、質疑を行います。直井委員からよろしくお願いします。 

（直井委員）どうも出張、お疲れさまでございました。「Ｆｏｒ Ｍｏｒｅ Ｗｏｍｅｎ Ｉｎ 

Ｎｕｃｌｅａｒ」のマージンで行ったサイドミーティングを起点に、こういう機会を得たと

いうこと自体がもうすばらしいことで、その中で２本のプレゼンテーションをされてきたと

いうことで、大変大きな貢献をされたなというふうに感じました。 

  特に委員長が東大時代に関与されましたＩＮＭＡのカリキュラムやそのテキストを、これ
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から原子力発電所を造ろうとしている新興国に提供して、このコースが修了した後にＰＥ、

プロフェッショナルエンジニアリングを受けていただくというようなアイデアが少しずつ進

展しているというところ、それから溶接技師などを育成するフランスの取組、こういったと

ころも少しずつ具体的な取組に結び付けようとしているところは、大変すばらしいなという

ふうに思いました。 

  １点質問なんですけれども、新興国に対して行う非常にいいアイデアだと思うんですけれ

ども、ＩＮＭＡで学位を取得した後、さらに技術士を取得させてはどうかという提案がござ

いましたけれども、実際新興国でこういう制度をまず設けなきゃいけないということになる

んじゃないかと思ったんですけれども、ここら辺の提案、技術士を取得させるというのは、

どういったような仕組みを考えておられるのか、教えていただければと思います。 

（上坂委員長）じゃ、私から。今、原発導入国でＩＡＥＡが認定している国が１５か国あって、

その中で、かなり彼らの大学にいて原子力の教育を強化したいと。それから国際機関に短期

スクールや研修の教育をしてほしいということ。そういう状況に対して、ＩＡＥＡと日本側

が協力したいということがまず一つあって、大学、大学院での教育を許可したいということ

であります。 

  次に、やはり国家資格を是非取って、それぐらいの認証ぐらいの力を付けてほしいなと思

っておるわけですが、恐らく原発導入国の全てで、まだ技術士というプロフェッショナルエ

ンジニアリングという制度が、国家資格がまだない国もあったかと思うんですね。そういう

ことに関しても、例えば日本の例を紹介して、あるいは他国の例も紹介して、そういう制度

を作ってあげようと、そういうサポートをＩＡＥＡ中心にやれないかと、そういうことを今

議論しています。 

（直井委員）ありがとうございます。特に今回サイドミーティングをされたポラス課長のとこ

ろは、いわゆるナレッジマネジメントの部門なんですけれども、一方、新興国にアプローチ

するのは、原子力発電部だと思うんですね。これはＮＥ局の中にあるので、そのＮＥ局が一

体となって、いわゆる新興国にマイルストーンアプローチを教えながら、人材育成の提供も

していくというような仕組みをうまく作って、ＩＡＥＡがそれに一生懸命やってくれるよう

になるということを期待したいなというふうに思いました。 

  私の方からは以上でございます。ありがとうございました。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 
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  それでは、岡田委員、お願いします。 

（岡田委員）私の方からは、いつもしつこい質問になるかもしれないのですが、４ページのと

ころの所感のところの一番最後のところ、「様々な層の原子力人材育成の重要性を再認識し

た」と書いてありますけれども、その前には「中堅、若年層への技術継承」と２行目には書

いてあるのですが、これは女性はどうでしょうかということをお聞きしたいんですが、どう

でしょう。 

（太田桐主査）ありがとうございます。もちろん女性も含めた様々な層というふうに書かせて

いただきました。こちらではバイ会談での議論にも関係いたしましたが、原子力人材育成が

プラントの建設をされるような方たちの層ももちろん重要でまたポラス課長との会談の中で、

仏国での高等専門学校ですとか、現場で必要な技術レベルの方たちの需要についても御示唆

を頂きましたので、そちらの層の方たち、様々な層というのは、そういう意味合いで書かせ

ていただきました。もちろん女性も含めてということで検討していくことが必要というふう

に認識しております。ありがとうございます。 

（岡田委員）ありがとうございます。２ページの方に戻りますと、先ほど女性のＷｉｎ－ＩＡ

ＥＡの活動もここに書いてありますので、是非、文言の中に女性を入れていただけると有り

難いのと、それから、やっぱりこういうイベントがあったときに、女性のイベントがあるこ

とが重要で、日本でもイベントを開催するときにか必ず女性の入っている企画を用意すると、

少し認識が増えるのじゃないかと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

（上坂委員長）それでは、青砥参与から専門的な観点からコメントいただければと存じます。 

（青砥参与）ありがとうございます。いろいろと説明の中で御活躍の一端を見させてもらいま

した。 

  直井委員からの質問に関連するのですが、私もここに興味があって、３ページ目の上坂委

員長のお話の最後の方に、「原子力・放射線分野技術士の多様性の重要性を強調」と書かれ

てありますが、この意味をもう少し教えていただけると理解が深まります。ここで言ってい

る多様性の重要性とは、もともと原子力というのは、かなり幅広な技術を要求しているわけ

で、その中でプロエンジニアとしての代表の名称を原子力・放射線分野技術士とするくくり

がよく分かりません。これをもっと細分化した姿に持っていこうということを言われたのか、

あるいは、この内容の中で現在のくくりの技術士の活躍の場所をどう広げていくかという話
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を強調されたのか、少しお話しいただきたいと思います。 

  その上で、その御提案が、ここに書いてある世界における推奨の期待を語った折の反応と

いったものが、大体どんな感じだったかを教えていただけると、更に理解が深まると思いま

す。よろしくお願いします。 

（上坂委員長）それでは、私の方からコメント捕捉です。この多様性は理工学のみならず、技

術倫理とか、コミュニケーションとか、社会科学的なところも含めていること。ですから、

理工学と社会科学的な側面、マネジメントですね。それが両輪となっていくと。そういう意

味であります。 

  そういう意味で、ここにもあるように、ＩＮＭＡとあるのですが、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ａｃａｄｅｍｙ、これは１１年前から始ま

ったのですけれども、その時点での趣旨は、理工学のエンジニアはもうそろっているんです

よと。教育プログラムは マネジメントできる人が少ないよねというので、Ｉｎｔｅｒｎａ

ｔｉｏｎａｌ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ａｃａｄｅｍｙというのを作って、

マネジメントをしっかりとすることができるプログラムのカリキュラムとシラバスをＩＡＥ

Ａで作って、私もそのメンバーの一人だったんですけれども、それを各大学に推奨して、そ

ういうプログラムを提示させて、レビューして、認定されると卒業生、ＩＡＥＡからもＩＮ

ＭＡの修了証が与えられると、そういうプログラムがこのＩＡＥＡ ＩＮＭＡです。 

  そうしますと、それの必要要綱を見ますと、やっぱりそこでもエンジニアリングとマネジ

メントの二つぐらいあるのですよね。分野の科目がほぼ同じくの非常に技術士の必要知識と

似通っている。じゃこれをＩＮＭＡと技術士をマッチさせて、ＩＡＥＡからその教育を世界

に広げていただくのが適切かなと思って提案させていただいて、今も議論していると。 

  それから、特に導入国では、原子力というと、理工学だけ、炉物理とか、熱流動とか、構

造力学。そういう理工学だけが原子力と思っている。ところが、マネジメントも必要なので

す。 

  ですので、導入国にＩＮＭＡ＋技術士の教育を導入していくということは、こういうマネ

ジメントの教育もやれたらやることになる。そして、原子力のダイバーシティ、多様性を、

導入国に教育できると考えております。 

（青砥参与）ありがとうございます。要求の中に今言われた社会科学的な要素を含み、その上

で技術者士の幅を広げていくという、そういう御提案をされたと理解しました。（上坂委員
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長）もともと技術者士はそういうことをやっていますので、そこを更に改めて国際的に強調

して、これを世界に広められないかなと。 

（青砥参与）ありがとうございます。 

（上坂委員長）では、私の方から補足です。もうほとんど議論が尽きた感じですが、これも私

から手前みそ的ですけれども。こういう非常に重要な会議に副議長としてお声が掛かって、

二つのプレナリー基調講演をやらせていただいたということは、これも日本のプレゼンスを

示せてよかったかと思っております。 

  あとは、もう今御説明、議論があったように、その後、ＩＡＥＡとの議論が継続しており

ます。そのうち、この定例会議で報告があるかと思うのですけれども、Ｊａｐａｎ－ＩＡＥ

Ａニュークリアエネルギーマネジメントスクール（ＮＥＭＳ）。今日、私は午前中、東大で

やっているんでのすけれども、基調講演で、「日本の原子力政策と革新性の現状」の話をし

てきたのです。その後、まさにこの議論をＩＡＥＡと東大等と原子力委員会とでやってきま

して、ＩＡＥＡからも提案が出てきました。それをどのように目的達成できるかという議論

も今日しました。是非、ＩＡＥＡ中心の流れに日本も協力できるような形でやっていければ

と考えています。 

  そういうふうに導入国へ、教育という形で貢献できるということは、近い将来、原子力技

術のサプライチェーンの構築というでもメリットあるかというふうに期待しているところで

あります。 

  私からは以上でございますが、ほかに委員の方々から質問とかコメントはございますでし

ょうか。 

  それでは、議題４は以上でございます。 

  次に、議題５について、事務局から説明をお願いします。 

（山之内参事官）五つ目の議題、最後の議題になりますが、アジア原子力協力フォーラム（Ｆ

ＮＣＡ）２０２４上級行政官会合（ＳＯＭ）の結果報告についてになります。 

  では、この時間は太田桐主査から説明させていただきます。 

（太田桐主査）引き続き、事務局よりお手元の資料に基づき御説明いたします。 

  アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）２０２４上級行政官会合（ＳＯＭ）の結果概要

について御報告いたします。 

  開催についてでございます。令和６年７月１９日、１３時半から１７時まで、内閣府にお
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いてオンライン会合にて開催いたしました。参加国はオーストラリア、中国、インドネシア、

カザフスタン、日本、韓国、マレーシア、モンゴル、フィリピン、タイ、ベトナムのＦＮＣ

Ａメンバー国の１２か国が参加いたしました。 

  我が国からの主な出席者としては、内閣府科学技術・イノベーション推進事務局、徳増審

議官と山田参事官、また、玉田コーディネーター、和田、坪井アドバイザーが出席いたしま

した。 

  会議の概要でございます。セッション１では、徳増審議官の開会挨拶があり、参加者の自

己紹介の後、本会合のアジェンダが採択されました。セッション２では、大臣級会合（ＭＬ

Ｍ）について、第２４回の評価のついて、令和５年１１月、タイでハイブリッド形式で開催

されたＭＬＭ２４回目の会合について、基調講演、円卓会議、トピックは「人の健康と医療

福祉における原子力科学の貢献」、カントリー・レポート等が行われました。 

  加盟国に三つの評価ポイント、アジェンダ、成果及び進行でサーベイした結果、いずれの

評価も前回同様に、よい結果であったことが事務局から報告されました。 

  第２５回大臣級会合の開催については、ホスト国が日本であり、事務局より以下の会合概

要計画が示され了承されました。これは令和６年１２年１８日、１９日に東京においてハイ

ブリッド形式にて開催いたします。また、準備会合を１２月１３日の週にオンラインで開催

いたします。 

  ＭＬＭ２５円卓会議のトピックについては、サーベイで各国から集まった提案の集計結果

が報告されました。事務局からの提案及びオーストラリア、カザフスタン、インドネシアか

らの賛同意見を踏まえ、全会一致で「ＦＮＣＡ：Ｐａｓｔ２５ ｙｅａｒｓ ａｎｄ ｆｕｔ

ｕｒｅ ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ（ＦＮＣＡ：過去２５年間と将来の活動）」トピックに決定

しました。 

  セッション３、スタディ・パネルについて。令和６年３月に開催されたスタディ・パネル

２０２４について評価しました。トピックは「医療用放射性同位元素（ＲＩ）の製造と需要」

の基、基調講演、ＱＳＴ東部長、ＩＡＥＡデネケ部長、加盟国からのケーススタディ、全体

討議等が行われました。サーベイ結果は非常に高い評価結果であり、スタディ・パネル直後

のアンケートからも高評価が得られたことが報告されました。 

  ２０２５スタディ・パネルについて。事務局より令和６年度はＦＮＣＡの２５周年記念イ

ベントを開催する予定であり、スタディ・パネルは開催しないことが報告されました。 
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  セッション４、ＦＮＣＡ賞。ＦＮＣＡ賞は新型コロナの影響で中断していたが、昨年７月

のＳＯＭで再開が決定しました。事務局より今年度の選考過程の説明及び受賞候補を紹介。

なお、昨年度のＭＬＭ大臣級会合のジョイント・コミュニケで、ＦＮＣＡ活動においてジェ

ンダー及びジェネレーション・バランスに配慮することが宣言されたことを受け、新たに若

手、女性研究者を奨励するための賞が新設されました。 

  研究チーム表彰については、昨年度の活動に対して各プロジェクトから推薦を受けたチー

ムに加盟国コーディネーターが投票した結果、５チームが選ばれ、審議の結果、放射線育種

プロジェクトのフィリピンチームが最優秀賞と決まりました。 

  若手、女性研究者の奨励賞については、各加盟国より若手、女性１名ずつの推薦を受け、

８名が受賞しました。今後、各研究チーム、研究者に受諾の確認を行い、トロフィー、記念

品を贈呈、最優秀研究チームの代表者は、ＭＬＭ大臣級会合２５で表彰され、記念講演を行

う予定です。 

  ３ページ目、セッション５、２５周年記念イベントについて。ＦＮＣＡは本年２５周年を

迎えることを受け、大臣級会合において、本年、記念イベントを開催することが決定されて

いました。事務局より、ＩＡＥＡ総会の日本ブースにおいてパネル展示を実施すること、Ｓ

ＭＲを含む次世代炉に関するオンライン・セミナー、これは１０月２８日予定、また、２５

周年記念シンポジウムを１２月１８日に東京にてオンラインにて開催、イベントごとに議論

し、参加者から賛同の意見が多く出ました。全会一致で、上記３イベントを実施することが

決定されました。 

  セッション６、ＦＮＣＡの活動評価。事務局よりＦＮＣＡの活動と機能評価について、サ

ーベイ結果を報告。全体としてＦＮＣＡの基本的方針に沿った活動が続けられており、食料、

農業、人の健康の優先順位が高く、エネルギー、環境がそれに次ぐこと、また、実施中の８

プロジェクトの活動については、加盟国から強いサポートが得られていること、ＦＮＣＡの

機能としては、技術、知識の共有、ネットワークの構築、人材育成に役立っているとの高い

評価結果が示されました。 

  セッション７、原子力損害賠償の補完的な補償に関する条約について。ＣＳＣ会議副議長

の北郷氏よりオファーがあり、ＣＳＣの活動を紹介いただきました。講演者は、ＣＳＣ会議

議長のベン・マックレイ氏、米国エネルギー省で、世界の原子力賠償責任制度の必要性とＣ

ＳＣの制度について説明がなされました。参加者より、包括的かつ有意義な情報提供に対し
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て謝意が示されました。 

  セッション８、成果文書について。事務局が作成した成果文書（案）「Ｏｕｔｃｏｍｅｓ 

ｏｆ ２０２４ ＦＮＣＡ ＳＯＭ（Ｄｒａｆｔ）」が提示され、本会合の決議事項が確認さ

れました。本文書は、会合後、参加者によるレビュー後、最終版として取りまとめられまし

た。 

  セッション９、閉会セッションで徳増審議官より参加者に謝意を述べ、その後、閉会宣言

をもって本会合は閉会いたしました。 

  添付資料等についてはお手元のものを御参照いただければと思います。 

  事務局より説明は以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、質疑を行います。直井委員からよろしくお願いします。 

（直井委員）１点だけ。セッション３でスタディ・パネルの評価がなされていて、直後のアン

ケートからも高評価が得られたということが報告されたと。この結果を踏まえて次のステッ

プみたいな動きというのは何かあるんでしょうか。 

（徳増審議官）徳増ですけれども、スタディ・パネル、特段、資料に書いてあるとおりであり

ますけれども、スタディ・パネル２０２５についていうと、２５周年記念ということで別途

やるのでということで、特段これを踏まえてそのまま引き継ぐということではないです。 

  他方で、今回はイベントとして２５周年ということでやる中で、これまでの取組の全体を

振り返るというところで、１２月の大臣級会合の最後には併せて、今おっしゃっていただい

たような２０２４年のスタディ・パネルも踏まえたような話もされるということだと思いま

す。 

（直井委員）ありがとうございます。 

  私からは以上でございます。 

（上坂委員長）それでは、岡田委員からお願いします。 

（岡田委員）御説明ありがとうございます。私の方はセッション４のＦＮＣＡ賞で、若手、女

性研究者の奨励賞が新設されたということで、非常に感謝しております。ありがとうござい

ます。 

  そこで、私はＯＥＣＤ／ＮＥＡのジェンダーバランスハイレベルグループのビューローに

なりましたけれども、特にアジア国で協力して女性のエンカレッジをしていきたいなと思っ
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ています。そのためにＦＮＣＡの活動と連動して行うのがいいのではないかなと私は思って

いるのですが、その点についてお考えはいかがでしょうか。 

（太田桐主査）ありがとうございます。ＦＮＣＡ、日本からもアジア各国と原子力分野で協力

している貴重な育みで、また、今年度から女性活躍推進の面でもＦＮＣＡ賞関係等取組を実

施しているということで、岡田委員、ＯＥＣＤ／ＮＥＡのハイレベルグループジェンダーバ

ランスのビューロー（理事相当）に御就任いただいているところでもございますので、何か

連携のようなことができればということで、事務局でも引き続き検討させていただければと

思います。御意見をありがとうございます。 

（徳増審議官）１点補足させていただくと、セッション４のところにＦＮＣＡ賞があると思う

んですけれども、その中に女性研究者の奨励賞、若手ともに女性に特化したものを、ある意

味では作るということを考えています。そういった意味では、この中でもジェンダーバラン

スを意識したような取組というのを明確に位置付けるというのに、今回合意を皆さん頂いて

います。 

（岡田委員）ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

（上坂委員長）それでは、青砥参与からも専門的観点から御意見を頂ければと存じます。 

（青砥参与）今の岡田委員のコメントと全く同様の内容ですが、今日の議題の二つ目の「Ｆｏ

ｒ Ｍｏｒｅ Ｗｏｍｅｎ Ｉｎ Ｎｕｃｌｅａｒ」の話のときにもありましたように、色々な

よい活動をしても、なかなか一般には伝わり難く、特に日本の中では動きがいま一つ盛り上

がらないという、そんなレベルにあるように思います。このセッション４でのＦＮＣＡ賞の

話が、数回前にやはりこの場で審議されて、徳増審議官の報告で、女性と若手の特別賞を設

け、活性化させる一助としたいという話がありました。これが今回決まったということで、

受賞に至った内容の一般へのアナウンスがやっぱり重要かなと思います。 

  ＦＮＣＡ賞をもらいましたというのを受賞者自らが言わなくても、どこかしらでそれなり

の評価を受ける、そういう表彰を受けたことが励みになるような、そういうアナウンスメン

トも必要と思いますので、是非その辺りも会合を開くに当たって、考えていただければと思

います。 

  以上、コメントです。 

（山田政策企画調査官）ありがとうございます。今年２５周年ということで、原子力委員会の

ホームページから２５周年記念の特別ウェブページを設けさせてもらっていますので、例え
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ばそこで受賞者の方のお名前を公表するとか、そういうことをやっていきたいと思っており

ます。 

（青砥参与）もう少し大げさにやった方がいいかなと。是非お願いします。 

（上坂委員長）今の話題の関連ですけれども、アジア、このＦＮＣＡ加入国ではフィリピンと

かタイとか、とてもジェンダーバランスがうまくいっている。どちらかというと女性の参加

者の方が多いぐらいです。我々も学ぶべきことが多い。ＦＮＣＡではジェンダーバランスを

強調していくのがよろしいかと思います。 

  では、私からのコメントです。３ページ目の一番上のセッション５にあります。まずＩＡ

ＥＡ総会の日本ブースにおけるパネル展示です。これはもう来月になっておりますので、し

っかり、私も行きますので、やっていきたいと思います。 

  それから、③の２５周年記念シンポジウム。これは今度日本がホストで、１２月で日本で

やるということであります。昨年の１１月のタイのシンポジウムは、とても内容も運営も、

文化活動もとてもよく、すばらしいものでありました。是非、原子力委員会もしっかり役目

を果たしていきたいと思います。またＯＥＣＤ／ＮＥＡもとてもこれに興味を持っていると

いうことであります。 

  それから、各テーマについて。ここまでやっているＦＮＣＡのセッションの中で、エネル

ギー供給、特に②にあるＳＭＲの導入に関するＦＮＣＡ加入国の関心の高さをひしひしと感

じるところであります。一部そういうプレゼンはあるのですけれども。今後供給側の、日本、

韓国、中国と。それから導入側の国々。プレゼンを一堂に会してやるような企画もあってい

いかなと思っておりました。 

  それから、ＦＮＣＡの加盟国全て、放射線利用はしっかりやっております。それでこのテ

ーマも適当に活用していくことが重要と思います。特に先ほど直井委員の方から質問があり

ましたスタディ・パネルのセッション３、①のところですね。医療用放射性同位元素の製造

と需要が非常に盛り上がって、今後どうなるかということです。例えばこの核医学において

も、現在総合的な診断に加えて、診断と治療を組み合わせたセラノスティクスによる転移が

んを含めたがん診断治療。さらには、昨年１２月に販売されたアルツハイマー型認知症の治

療薬と核医学診断を組み合わせた認知症診断治療ですね。前回、この場でも東京医大の清水

先生から詳細な説明がありました。 

  こういう新しい核医学、セラノスティクス、認知症診断治療。これらはとても重要なテー
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マだと思います。今後考慮していきたいと思います。 

  また、３ページのセッション６のところに食料、農業であります。この食料、農業への放

射線利用も各国が非常に力を入れている分野です。また、以前、この定例会議で、福島のＦ

－ＲＥＩから紹介があったテーマの一つに、福島での塩害、有毒物への耐性の強い農作物の

放射線育種の話もありました。これはここまでのＦＮＣＡのセッションでも議論をしたとこ

ろであります。こういうテーマを国際協力で推進していくために、このＦＮＣＡで議論して

いくことも重要かなと考えている次第であります。 

  以上、私からのコメントと意見で、是非ＩＡＥＡの総会でのＰＲと、それから１２月の２

５周年シンポジウム、しっかりとやっていきたいと思っています。 

  ほかに委員の方々から。 

  じゃ、ないようですので、議題５は以上でございます。 

  次に、議題６について、事務局から説明をお願いします。 

（山之内参事官）今後の会議予定について御案内いたします。 

  次回の定例会議は８月２７日火曜日１４時から、場所は中央合同庁舎８号館６階６２３会

議室となります。議題については調整中でございます。原子力委員会のホームページなどに

よりお知らせ、後にさせていただければと思います。 

  以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  その他、委員から何か御発言ありますでしょうか。 

  御発言ないようですので、これで本日の委員会を終了いたします。お疲れさまでした。あ

りがとうございました。 

－了－ 


